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多摩市認知症初期集中支援チーム
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資料１



多摩市の状況（令和８年１月１日現在）
H２９．４．１ R２．４．１ R５．４．１ R8.１．１

総人口（人） 148,511 148,835 148,107 148,241

65歳以上人口（人）
40,429 42,481 43,360 43,616

27.2% 28.5% 29.4% 29.4%

75歳以上人口（人）
18,103 21,400 24,186 27,000

12,1% 14.3% 16.3% 18.2%

日常生活自立度が
Ⅱ以上の第1号被保
険者数（人）
※調査票でⅡ以上

2,860 3,101 3192 4,612

認知症有病者数
（人） 7.1% 7.3% 7.4% 11％
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多摩市認知症初期集中支援チームについて

• 平成２７年７月１日から社会医療法人河北医療財団多摩事
業部へ委託。

• チーム員構成（令和7年度）

職種 人数

専門医（チーム医） 3

認知症看護認定看護師 1

作業療法士 2

公認心理師 1

精神保健福祉士・社会福祉士 1
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認知症初期集中支援チーム実績

（2026.1.15付）

4
※実対応人数（地域ケア会議を除く）



認知症初期集中支援チーム実績

（2026.1.15付）
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※実対応人数（地域ケア会議を除く）
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令和7年度 ケース①

１ 対象者（依頼時状況）

独居

２ 介入の経緯

認知症専門医療機関にて診断・投薬治療中であり、要介護認定を受けているが、介
護保険サービスの使用なく、金銭管理の困難さが窺われている。①現状の共有、②
金銭管理方法の検討、③成年後見制度の検討等を目的として、初期集中支援チー
ムへの依頼となる。

３ 介入実績

地域ケア会議に参加

４ 地域ケア会議における検討事項と方針

・チーム医より医学的見解を説明。

・認知機能低下を補う工夫を検討。

・今後の長期的な見通しの共有。
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令和7年度 ケース②

１ 対象者（依頼時状況）

家族と同居

２ 介入の経緯

認知症専門医療機関にて診断・投薬治療中。要介護認定を受け、介護保険サービ
スを利用している。今後の医療・介護等の幅広い対応方法の相談を目的として、初
期集中支援チームへの依頼となる。

３ 介入実績

事前打ち合わせ

訪問 3回

チーム員会議 2回

４ 介入後の状況

現在介入中
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令和7年度 ケース③

１ 対象者（依頼時状況）

独居

２ 介入の経緯

身体的疾患により医療機関への通院あったが、現在はかかりつけ医・定期通院はな
し。認知症の診断なく、介護保険は未申請。金銭管理等、日常生活の中に困難さが
窺われており、認知機能低下が疑われている。①状況把握と医療機関受診の検討、
②必要な生活サポートの検討等を目的として、初期集中支援チームへの依頼となる。

３ 介入実績

訪問予定

４ 介入後の状況

現在介入中

9



令和7年度 普及・啓発活動①
１ テーマ

令和7年度第1回多摩市介護支援専門員部会

『高齢者を地域で支えるためには～認知症高齢者の行方不明を「防ぐ」だけでなく「理解する」ケアへ』

２ プログラム

・認知症初期集中支援事業の概要と利用の流れ

・認知症高齢者の行方不明対策についての講義

・グループワーク（行方不明の対応経験の共有、日常業務と関連付けた事前準備）

３ 開催日時・場所

2025年7月18日（金） 10:30～12:00 多摩市役所 3階会議室

４ 参加人数

84名

５ 結果

・写真の準備やヘルプカードの活用が参考になったとの声が多かった

・認知症高齢者が安心して暮らせる地域づくりに向けた支援のあり方を考える機会となった
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令和7年度 普及・啓発活動②
１ テーマ

認知症サポーターステップアップ講座

『「認知症」の症状と、その理由を知り、家族として、友人として、仲間として、近所に暮らす人として、私たちが
できることを学び、考える』

２ プログラム

・認知症の基礎知識の復習と応用についての講義

・認知症当事者の動画視聴により意思決定支援を学ぶ

・MCI当事者との対談

・グループワーク（動画・対談で印象に残ったことと、私がこれからやっていきたいこと）

３ 開催日時・場所

2025年10月4日（金） 13:30～15:30 関戸公民館8階大会議室

４ 参加人数

37名

５ 結果

・従来の認知症サポーター養成講座とは違った角度から学びを深める機会となった

・認知症を自分事として考える機会となった
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対象者の状況①
（訪問受理ケースn＝45）

【認知症初期集中支援チーム実績報告用プログラムより集計】
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対象者の状況②
（訪問受理ケースn＝45）

【認知症初期集中支援チーム実績報告用プログラムより集計】
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対象者の状況③
（訪問受理ケースn＝45）

【認知症初期集中支援チーム実績報告用プログラムより集計】
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チーム員訪問・会議実績①
（訪問受理ケースn＝45）

【認知症初期集中支援チーム実績報告用プログラムより集計】
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チーム員訪問・会議実績②
（訪問受理ケースn＝45）

【認知症初期集中支援チーム実績報告用プログラムより集計】



事業実施における評価及び課題
【認知症初期集中支援チーム実績報告用プログラムより集計】

１ 終了時総合評価（評価判定7段階）

とても改善2人、改善14人、やや改善19人、不変4人、やや悪化0人、悪化0人、とても悪化0人

（※欠損値5）

２ 事業の評価

⚫ 本人主体での地域資源選定と意思決定を地域関係機関とともに支援

⚫ 本人のみではなく家族全体を視野に入れた支援、地域関係機関との連携

⚫ 医療的視点を含めた多職種による訪問アセスメントと対応の協議

⚫ 関係機関とともに普及啓発活動を協働

３ 事業の課題

⚫ 様々な把握ルートから包括へチーム活用の相談が届くよう、チームに関する普及啓発を継続する。

⚫ 地域ケア会議や訪問事業、普及啓発活動をとおし、チームも含め引き続き地域資源全体の対応力向上
に努め活動に寄与する。

⚫ かかりつけ医、認知症疾患医療センター、地域関係機関との連携
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